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今年の注目事業
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3月
議会

　歯周疾患の有病率が高く、基礎疾患や生

活習慣病との関連が高いことから、検査し適

切な指導を行い、健康意識の向上を目指す。

　20歳、30歳、40歳、50歳、60歳、

70歳になる住民が対象で、彦根歯科医師

会に委託し、対象者に受診券を送付し、医

療機関で受診する。

　町内で発生する一般廃棄物は、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律等に基づき、適

正な処理を行う。令和5年度の1日1人あ

たりの排出量は667ｇ（目標659ｇ）で

あり、排出量の削減が課題。

　資源ごみ、一般廃棄物収集運搬、粗大ご

み拠点回収等を実施。

歯周疾患検診事業歯周疾患検診事業

3636万円万円

　国による自治体情報システムの標準化に

向けたシステム導入で、令和8年度稼働を

目指す。現在利用している標準化対象外シ

ステムについても利用終了や保守範囲の縮

小によりランニングコストの削減を図る。

電子計算管理事業電子計算管理事業

22億億2,4062,406万円万円

5,4685,468万円万円

事業事業今年の今年の 注目注目
ここでは議会が注目した新年度の事業を７つピックアップして紹介。

一般廃棄物処理事業一般廃棄物処理事業
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令和
7年度

　本町消防団保有のポンプ車は約25年、タ

ンク車は約17年経過しており、ポンプ車は

耐用年数を超えている。また、改正道路交

通法により3トン以上の車両は中型免許が

必要になったことや、マニュアル車であるこ

とから、運転できない団員の増加が見込ま

れるため、オートマチック車かつ普通免許で

乗車可能な消防車

への更新を行う。

消防ポンプ自動車購入業務消防ポンプ自動車購入業務

3,1203,120万円万円

　園児の安全の確保、職員の事務負担軽減

を主な目的として、望ましい教育環境の実

現を図るためICT環境の整備・導入を行う。

　R6年度にLAN整備、R7年度にタブレッ

ト導入をし、園児の出欠・行動記録等など

をリアルタイムで

一律管理する。 231231万円万円

　町制70周年を迎えることから、11月8

日に記念事業を実施。他に、2026年の大

河ドラマ「豊臣兄弟」で、藤堂高虎公がク

ローズアップされる予定であることから、

在士で開催される「藤まつり」の充実をは

かる。

町制70周年記念事業町制70周年記念事業

410410万円万円

　現行の甲良町

地域防災計画や

それに基づく対

応マニュアルの

規定では、実際

の災害の際に職

員が対応できな

いことが懸念さ

れるため、適合

し た 内 容 の 防

災計画、対応マ

ニュアルへ更新

し、災害発生時に職員が適切に対応できる

体制構築を図る。

地域防災計画更新業務地域防災計画更新業務

1,3621,362万円万円

厳しい財政
のなかでの 予算予算 決まる決まる
令和７年３月定例会が、３月６日から３月21日までの会期で開催され、

令和７年度の予算は、予算・決算常任委員会に付託され審査が行われた。

ICT設備導入ICT設備導入
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予算決算常任委員会Q&A
3月12日、13日に開催された予算決算常任委員会での主な質疑を掲載

Q　

財
政
調
整
基
金
は
、
2
1
9
,

1
7
8
千
円
の
繰
り
入
れ
だ
が
、

今
後
回
復
し
て
い
く
の
か
。

A　

令
和
7
年
度
予
算
の
歳
出
の
増

額
の
要
因
は
、
人
件
費
と
物
件
費
が

上
昇
し
た
こ
と
で
あ
る
。
人
件
費
は
、

普
通
交
付
税
措
置
が
あ
る
が
、
物
件

費
は
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
で
町
単
費

と
な
る
。
毎
年
一
定
額
の
積
み
立
て

を
行
い
、
令
和
7
年
度
末
の
見
込
み

と
し
て
、
5
億
円
は
確
保
で
き
て
い

る
。

Q　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に

つ
い
て
、
以
前
の
受
け
入
れ
は
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
そ
の
検
証
や
総
括
を
し
っ
か

り
行
い
、
自
立
に
向
け
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

A　

過
去
の
反
省
と
し
て
、
受
け
入

れ
先
や
、
役
場
の
立
場
、
人
の
管
理
、

情
報
共
有
の
問
題
な
ど
が
あ
っ
た
。

今
回
は
、
そ
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
受

け
入
れ
先
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

Q　

流
域
下
水
道
の
負
担
金
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
が
支
払

う
下
水
道
料
金
の
負
担
が
増
え
る

の
か
。

A　

料
金
改
定
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
現
在
、
審
議
会
を
開
催
し
て
い

る
。
審
議
会
で
は
、
料
金
改
定
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
意
見

が
ま
と
ま
っ
た
が
、
ど
れ
く
ら
い
引

き
上
げ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
協
議
中
で
あ
る
。

Q　

保
健
衛
生
費
の
歯
周
疾
患
検

診
委
託
に
つ
い
て
は
、
10
％
の
受

診
率
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
だ

が
、
な
ぜ
低
い
設
定
な
の
か
。

A　

歯
科
検
診
の
場
合
、
虫
歯
や
歯

周
病
が
見
つ
か
っ
て
も
、
す
ぐ
に
治

療
と
な
ら
な
い
た
め
で
、
10
％
も
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
な
ん
と
か
い
い
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
。

Q　

介
護
給
付
費
が
増
え
た
要
因

は
何
か
。

A　

要
介
護
5
の
方
が
、
令
和
6
年

度
で
10
名
ほ
ど
増
え
て
お
り
、
大
き

な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現

在
、
高
齢
者
専
用
住
宅
に
入
居
さ
れ

る
方
が
多
く
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
が
し
や
す
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
入
所
者
の
数
が
増
え

て
お
り
、
介
護
給
付
費
が
増
え
た
要

因
で
も
あ
る
。

Q　

教
育
総
務
費
の
甲
良
中
学
校

通
級
指
導
教
室
設
置
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
の
利
用
生
徒
数

で
、
豊
日
中
の
人
数
が
突
出
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

A　

豊
日
中
に
開
設
さ
れ
て
お
り
、

職
員
が
常
駐
し
て
い
る
の
で
、
授
業

中
で
も
生
徒
指
導
が
で
き
る
た
め
多

い
。
他
の
中
学
は
放
課
後
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
対
応
人
数
に
若
干
の

制
限
が
あ
る
。
対
象
生
徒
に
つ
い
て

は
、
ラ
イ
ン
を
引
く
の
が
難
し
い
が
、

入
級
審
査
会
が
あ
る
。
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令和7年度各会計当初予算
 （単位：千円）

会　計　・　区　分 令和7年度 令和6年度 増減率

一般会計 4,343,329 4,182,704 3.8%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 925,892 917,356 0.9%

後期高齢者医療事業特別会計 104,408 100,622 3.8%

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1,054,862 939,608 12.3%

墓 地 公 園 事 業 特 別 会 計 1,925 1,130 70.4%

特 別 会 計 予 算 合 計 2,087,087 1,958,716 6.6%

公
営
企
業
会
計

下 水 道 事 業 会 計 647,296 652,258 △ 0.8%

収　益 313,880 334,512 △ 6.2%

資　本 333,416 317,746 4.9%

水 道 事 業 会 計 277,007 313,790 △ 11.7%

収　益 174,936 163,300 7.1%

資　本 102,071 150,490 △ 32.2%

公 営 企 業 会 計 予 算 合 計 924,303 966,048 △ 4.3%

総 予 算 合 計 7,354,719 7,107,468 3.5%

※公営企業については、収入支出が同額でないため、支出ベースで記載。

審議結果

賛否がわかれたもの

議　　　員　　　名 議長

結果福
原

木
村
誠

藤
居

山
田

小
森

西
川

野
瀬

木
村
修

西
澤

丸
山

一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

可決

国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

後期高齢者医療事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

介護保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

墓地公園事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

 【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】
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高額療養費制度の自己負担額引き上げの
全面撤回を求める意見書

企業・団体献金の全面禁止を求める意見書

　（要約）高額療養費制度は、医療費の自己負担額が一定額を超えた分を医療保険

から支払う仕組みである。これは過度な患者負担を押さえ、継続して治療が受け

られるようにする患者支援策である。政府は当初予定していた今年 8 月から自己負担額の限度額

を引き上げる案を見送ると発表した。しかし、全面撤回ではなく 9 月以降改めて検討し方針を決

めるとも述べており、再度引き上げ案浮上の恐れも指摘されている。

　現在この制度は、がん、内臓疾患、骨折、関節リウマチ、白内障、脳出血、帝王切開などの治

療を受けている人が利用しており、これらは誰もがかかる病気である。

　制度改定によって影響を受ける受給者数は、年 795 万人（外来特例を除く）にのぼり、国民の

15 人に 1 人が負担増となる。このうち、年間 4 回以上この制度を利用する「多数回該当者」は

155 万人で、これは国民の 80 人に 1 人にあたる。我が町では、この制度利用件数は令和 5 年度

実績で 1171 件（実人数は不明）と報告されており、実に多数の町民が影響を受けることになる。

　とりわけ、がん患者は長期にわたって治療を要し、高額な医療品が必要である。マスコミ（ＮＨＫ）

が取り上げていたがん患者の 1 人は、がんが再発し、1 錠 8 千円の薬を毎日服用で月 24 万円の

費用が必要だという。全国保険団体連合会調査では、子どもがいるがん患者では、支援策がなく

なれば治療を中断 42％、回数を減らす 60％という。政府は「制度の持続可能性」を制度改定の

理由にしているが、治療を我慢させ、命と健康を脅かす「制度」など許してはならない。今国会

では「むしろ限度額を引き下げて欲しい」など患者の声が紹介されている。

　よって、本議会は「高額医療費制度」の自己負担額引き上げの全面撤回を強く求める。

　（要約）昨年の総選挙の結果は、裏金問題に対する国民の厳しい審判の結果であ

る。「資金集めパーティー」が企業・団体献金集めの抜け穴として使われ、裏金づ

くりの仕組みが世に広く暴き出された。資金集めパーティーは実質的には企業・

団体献金に等しいものである。営利を目的とする企業の献金は、本質的には賄賂に当たり、政策

的な見返りを求めているためであることは明瞭である。企業・団体献金によって、個人献金とは

桁外れの資金力で政治をゆがめ、憲法で定められた国民の参政権を侵害することは決して許され

ない。

　昨年の総選挙では、立憲民主党、日本維新の会、日本共産党、れいわ新選組、社民党が選挙政

策に企業・団体献金の禁止を掲げていた。国民民主党の玉木雄一郎代表も 1 月の会見で「すべて

の党が合意して廃止すべきということであれば、我々も廃止すべきと言う立場なので、こうした

合意を得られるようにしていきたい」と述べている。

　前述の 5 党（204 議席）に国民民主党の獲得議席を加えると 232 であり、自民党・公明党の

215 を上回る。企業・団体献金禁止の公約を実現することは、国民に対する責任である。

　よって甲良町議会は、国会及び政府に対し、幾度となく繰り返されてきた金権腐敗政治を根絶

するため、資金集めパーティーを含む企業・団体献金を全面禁止する法整備を今国会で成立させ

るよう強く要請する。
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審議結果 令和7年3月定例会 3月6日～ 3月21日

報　　　　　　　　告
放棄した債権の報告について　　　   計４件

全　　員　　賛　　成
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する条例 

税条例の一部を改正する条例

介護保険条例の一部を改正する条例

改良住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正について 

水道事業給水条例の一部を改正する条例

令和６年度　一般会計補正予算（第８号）

令和６年度　介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

令和６年度  水道事業会計補正予算（第３号）

人権擁護委員候補者の推薦につき、意見を求めることについて 藤居　桂三氏（下之郷）

公平委員会委員の選任につき、同意を求めることについて 湯浅　浩明氏（東近江市）

財産の取得につき、議決を求めることについて

和解につき、議決を求めることについて

高額療養費制度の自己負担額引き上げの全面撤回を求める意見書（案）

甲良町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例（案）

選　　　　　　　　挙
選挙管理委員及び同補充員の選挙
　　選挙管理委員　橋本　猛氏（長寺）、西堀　與一氏（下之郷）、髙橋　謙一氏（尼子）、田中　順子氏（尼子）
　　同補充員　　　片岡　清氏（金屋）、小林　日登美氏（池寺）、山田　裕康氏（長寺）、建部　孝夫氏（呉竹）

賛否がわかれたもの

議　　　員　　　名 議長

結果福
原

木
村
誠

藤
居

山
田

小
森

西
川

野
瀬

木
村
修

西
澤

丸
山

公営住宅管理条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 －
可決

企業・団体献金の全面禁止を求める意見書（案） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 －

 【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】

令和6年度一般会計補正予算（第8号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
補正額 2億7,879万円減額　補正後予算額 43億313万円

・寄付金　ふるさと応援寄付金　3,000万円減額
・国庫補助金　デジタル基盤改革支援補助金　1億8,031万円減額　など
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般一
質 問
町政のここが知りたい!

聞きたい!
　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

◎印の質問を掲載しています。

審議結果 令和7年第1回　臨時会 1月29日

報　　　　　　　　告

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）

全　　員　　賛　　成

一般会計補正予算（第7号）

和解につき、議決を求めることについて

令和6年度一般会計補正予算（第7号）　

補正額　4,055万円　補正後予算額　45億8,192万円
・総務管理費　犬上彦根防犯自治会甲良支部補助金　73万円
・社会福祉費　低所得者等支援給付金　　　　　 2,800万円　など

丸山  恵二議長　議長3年表彰
　滋賀県町村議会議長会定期総会において、町村議会議長３年以上在職者の自治功労者

表彰が行われ、丸山議長が表彰されました。

こうら議会だより  第110号
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般一
質 問
町政のここが知りたい!

聞きたい!
　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

◎印の質問を掲載しています。

ページ 質問事項 質問議員

10

◎就任当初の町長の公約を約1年が過ぎた今、検証する

・教育行政について問う

◎ワクチンに関して

木
き

村
むら

　　修
おさむ

11

◎産業用地について

◎インフラの老朽化について

・農業担い手問題について

・地籍調査の進捗について

野
の

瀬
せ

　欣
よし

廣
ひろ

12 ◎給食の残食率について 木
き

村
むら

　誠
せい

治
じ

13

・持続可能な地域づくり計画について

◎産業用地について

・新ごみ処理施設整備計画について

・多目的研修室の早期修復について

・路線バス等交通網について

◎犬上ダムの浚渫について

西
にし

川
かわ

　誠
せい

一
いち

14
◎身体障害者手帳4級保持者の医療費負担の件について

◎旧東幼稚園の敷地に建っている社会福祉協議会の施設に関して
福
ふく

原
はら

　　守
まもる

15

◎高額療養費制度の改悪について

・新ごみ処理施設整備計画について

◎住宅用地創出事業について

・行政のデジタル化について

・マイナ保険証について

西
にし

澤
ざわ

　伸
のぶ

明
あき

16

◎農業経営継続緊急支援金について

・第４次甲良町総合計画について

・夏まつりについて

◎中学生の教育支援について

・小学生等の防犯対策について

藤
ふじ

居
い

　吉
きち

也
や

17
◎空家対策について

・子どもの命の相談について
山
やま

田
だ

　光
みつ

義
よし
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一般質問問 コロナワクチン
　　有料の接種人数は
答  503人で、概ね2割が接種

問 

①
定
期
接
種
の
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
、
2
,

0
0
0
円
の
有
料
と
な
っ

た
が
、
そ
の
対
象
者
は
何

人
で
、
何
人
接
種
し
た
か
。

②
帯
状
疱
疹
の
症
状
と
そ

の
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
価

格
は
。

答 

①
令
和
6
年
度
の
対
象

者
は
、
65
歳
以
上
の
方
と

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
一
部

障
害
・
疾
病
の
あ
る
方
で
、

2
，3
2
5
人
。
そ
の
中
の

5
0
3
人
が
接
種
さ
れ
た
。

概
ね
2
割
で
あ
る
。

②
水
膨
れ
を
伴
う
赤
い
発

疹
が
帯
状
に
出
る
皮
膚
疾

患
。
70
歳
代
で
発
症
す
る

人
が
多
い
。

問 

①
産
業
集
積
地
に
関

し
て
1
次
審
査
は
パ
ス
で

き
た
が
、
2
次
審
査
が
ダ

メ
だ
っ
た
理
由
は
。

②
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
関
し
て
、
庁
舎
機
能
と

両
立
す
る
考
え
が
あ
る
よ

う
だ
が
。

③
尼
子
駅
前
住
宅
用
地
創

出
事
業
に
関
し
て
、
工
事

費
か
ら
計
算
す
る
と
坪
単

価
14
万
4
千
円
に
な
り
、

こ
の
単
価
で
は
難
し
い
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
見

解
か
。
坪
単
価
12
万
5
千

円
以
下
ぐ
ら
い
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

　

就
任
当
初
の
公
約
の
こ

の
3
点
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
は
。

答 

①
審
査
会
直
後
に
、
知

事
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
土

地
の
開
発
面
積
の
問
題
と

従
業
員
の
問
題
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
知
事
・

副
知
事
と
も
、
決
し
て
放

る
訳
で
は
な
く
、
共
に
や
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。

②
必
ず
や
っ
て
い
く
。
災
害

の
問
題
も
大
き
い
の
で
、
役

場
庁
舎
機
能
を
残
し
た
併

設
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

高
額
費
用
が
要
る
が
、
上

の
機
関
と
も
交
渉
し
な
が

ら
補
助
金
を
取
れ
る
よ
う

に
目
一
杯
の
力
を
持
っ
て
や

っ
て
い
く
。

③
皆
さ
ん
も
一
番
懸
念
し
て

い
る
の
は
、
単
価
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
目
標
金
額

を
決
め
て
い
る
の
で
、
議
員

が
言
わ
れ
た
金
額
以
下
に

す
る
。
で
な
け
れ
ば
実
行

は
し
た
く
な
い
。
必
ず
埋
ま

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
、
組

換
え
ワ
ク
チ
ン
と
生
ワ
ク
チ

ン
の
2
種
類
が
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
値
段
は
、
全

国
統
一
で
は
な
く
、
彦
根
医

師
会
の
範
囲
で
接
種
す
る

と
き
の
金
額
を
参
考
に
す

る
と
、
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

は
、
1
回
あ
た
り
約
2
万

円
（
2
回
接
種
）。
生
ワ
ク

チ
ン
は
、
1
回
接
種
で
約

8
千
円
。

問 

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は

答  

庁
舎
機
能
併
設
で
や
っ
て
い
く

宅地造成の概略図 
（尼子駅前宅地確保事業の説明資料より）

木村　修 議員
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一般質問問 県の産業用地
　　落選後の計画は
答  引き続き県と連携し取り組んでいきたい

問 

担
当
部
署
は
懸
命
に

対
応
し
て
も
ら
っ
た
が
、

県
が
進
め
て
い
る
産
業
用

地
か
ら
漏
れ
て
残
念
が
っ

て
い
る
だ
け
で
は
、
前
進

が
な
い
。
４
候
補
の
内
３

候
補
が
決
定
し
た
の
で
、

次
の
候
補
の
一
番
手
だ
と

気
持
ち
を
変
え
て
、
県
に

引
き
続
き
ア
ピ
ー
ル
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
今
後
、

町
の
産
業
用
地
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
か
、
町
の

考
え
が
ま
と
ま
っ
て
い
る

か
ど
う
か
。

答 

現
時
点
で
計
画
は
な
い

が
、
県
の
支
援
が
得
ら
れ

問 

埼
玉
県
八
潮
市
で
下

水
道
陥
没
事
故
が
起
き
た
。

　

八
潮
市
の
事
故
の
後
、

国
か
ら
ど
の
よ
う
な
指
示

が
あ
っ
た
か
。

　

町
内
で
一
番
太
い
下
水

道
管
の
径
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

　

ど
の
よ
う
に
点
検
し
て

い
る
の
か
。

答 

1
月
29
日
に
下
水
道
管

施
設
に
対
す
る
緊
急
点
検

の
通
達
が
あ
っ
た
。
下
水
道

管
理
者
が
管
理
す
る
1
日

最
大
処
理
量
が
30
万
立
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
規
模

な
下
水
道
処
理
場
に
接
続

す
る
口
径
2
，0
0
0
㎜
以

上
の
下
水
道
管
路
に
つ
い
て
、

腐
食
等
で
道
路
陥
没
の
恐

れ
が
無
い
か
の
点
検
指
示

で
、
異
常
が
あ
れ
ば
緊
急

に
補
修
を
行
う
よ
う
に
と

い
う
内
容
だ
っ
た
。
点
検
し

た
が
異
常
は
無
か
っ
た
。

　

町
が
管
理
す
る
一
番
大

な
く
て
は
、
用
地
開
発
を

町
単
独
で
す
る
の
は
財
政

的
に
も
人
的
に
も
難
し
い
。

引
き
続
き
県
と
連
携
し
て
、

議
会
と
も
議
論
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

　

面
積
が
大
き
い
場
合
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う

と
長
期
的
な
ス
パ
ン
と
な
る
。

し
か
し
、
本
町
は
、
他
と

比
べ
て
少
し
小
さ
な
面
積

で
は
あ
る
が
、
小
さ
い
か
ら

こ
そ
、
短
期
間
に
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
を
前
面
に
押

し
な
が
ら
、
県
と
力
を
合

わ
せ
て
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

き
い
下
水
道
管
は
6
0
0

㎜
で
あ
る
。

　

町
の
下
水
道
管
は
、
昨

度
末
で
25
年
が
経
過
し
て

い
る
。
老
朽
化
対
策
と
し
て

毎
年
点
検
を
行
い
、
5
年

ご
と
に
は
法
定
点
検
も
義

務
付
け
さ
れ
て
お
り
、
県

に
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
イ

ン
フ
ラ
が
一
度
に
老
朽
化
し
、

対
応
が
大
変
に
な
る
の
を

防
ぐ
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
県
と

と
も
に
作
成
し
て
お
り
、
今

後
の
イ
ン
フ
ラ
改
善
を
取

り
組
ん
で
い
る
。

問 

下
水
道
、
本
町
は
問
題
な
い
か

答  

問
題
は
な
い
、
ま
た
整
備
の
計
画
も
し
て
い
る

野瀬　欣廣 議員

産業集積地
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一般質問

木村　誠治 議員

問 小中学校の
　　給食残食率を問う
答  中学校は小学校より約10％高い

問 

2
月
中
旬
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
健
康
増
進
計
画
や
食

育
推
進
計
画
、
自
殺
対
策

計
画
(
素
案
)
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
記

事
を
読
ん
だ
。
学
校
給
食

の
残
食
率
を
改
善
す
る
た

め
に
と
の
思
い
か
ら
、
現

在
の
小
学
校
と
中
学
校
そ

れ
ぞ
れ
の
給
食
の
残
食
率

は
ど
の
程
度
か
、
そ
の
デ
ー

タ
は
ど
の
よ
う
に
収
集
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

残
食
率
を
減
ら
す
た
め
の

工
夫
は
。

問 

彦
根
給
食
セ
ン
タ
ー

で
使
用
さ
れ
て
い
る
塩
は

「
精
製
塩
」
か
、
そ
れ
と
も

「
天
然
塩
(
自
然
塩
)
」
か
。

　

ま
た
、
そ
の
選
定
理
由

は
。

答 

天
然
塩
は
単
価
が
高
い

こ
と
か
ら
、
彦
根
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
精
製
塩
を
使
用

し
て
い
る
。

答 

令
和
6
年
5
月
時
点

で
の
残
食
率
は
、
東
学
校

で
6
・
96
％
、
西
小
学
校
が

6
・
29
％
、
中
学
校
が
17
・

53
％
で
あ
り
、
各
学
期
に

約
2
週
間
の
期
間
を
定
め
、

残
食
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

旬
の
食
材
や
地
場
産
物
の

活
用
、
和
食
、
洋
食
、
中

華
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
、
彩
り
、

な
る
べ
く
食
べ
や
す
い
味
つ

け
な
ど
、
苦
手
な
食
材
で

も
食
べ
や
す
く
な
る
よ
う

調
理
、
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

※
天
然
塩
に
含
ま
れ
て
い

る
ミ
ネ
ラ
ル
が
、
中
学
生
、

小
学
生
の
発
育
、
健
康
に

資
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
個
人
的
な
考
え
か
ら

質
問
を
し
た
。

　

過
去
に
、
学
校
給
食
に

有
機
栽
培
米
の
使
用
を
と

質
問
し
た
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
や

有
機
栽
培
の
食
材
と
い
っ

た
流
れ
に
彦
根
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
も
敏
感
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
小
学

生
、
中
学
生
の
発
育
、
ひ

い
て
は
、
健
康
増
進
な
り

食
育
に
資
す
る
よ
う
な
学

校
給
食
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
る
。

問 

給
食
で
使
わ
れ
て
い
る
塩
は

 

天
然
塩
か

答  

単
価
が
高
い
こ
と
か
ら
精
製
塩
を
使
用
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一般質問問 産業用地、
　　二次審査不採用の理由は
答  山林で高低差が大きく有効面積が取れない

問 

産
業
用
地
に
つ
い
て
、

税
収
増
加
、
雇
用
創
出
、

人
口
減
少
の
食
い
止
め
、

地
域
消
費
の
拡
大
等
が
期

待
出
来
る
こ
と
、
立
地
企

業
に
よ
る
環
境
保
全
等
社

会
貢
献
活
動
を
期
待
し
て

応
募
さ
れ
た
。
県
は
、
山

林
で
高
低
差
が
大
き
く
区

画
割
の
自
由
度
が
低
い
が
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
に
優
れ
て

い
る
と
判
定
し
た
。
し
か

し
、
採
点
基
準
を
ク
リ
ア

出
来
な
か
っ
た
。
採
点
基

準
の
内
容
を
分
か
っ
て
い

る
の
か
。
そ
こ
を
知
る
こ

と
が
大
事
だ
。

問 

犬
上
ダ
ム
の
浚
渫
に

つ
い
て
、
堆
砂
が
た
ま
っ

て
き
て
い
る
。
浚
渫
方
法

を
県
は
３
案
検
討
中
と
聞

く
が
、
い
ず
れ
も
工
事
費

が
多
額
に
な
る
と
思
う
。

心
配
な
の
は
受
益
者
負
担

が
高
額
に
な
る
と
耕
作
放

棄
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
。

県
に
は
、
負
担
金
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
要
望
を
願

う
。

答 

滋
賀
県
は
平
成
28
年
度

か
ら
施
設
の
健
全
度
を
含

む
調
査
に
着
手
、
令
和
2

年
度
か
ら
堆
砂
対
策
を
含

む
ダ
ム
改
修
構
想
に
着
手

し
て
い
る
。
ダ
ム
の
総
貯
水

量
4
5
0
万
ト
ン
、
有
効

貯
水
量
3
6
0
万
ト
ン
で
、

90
万
ト
ン
が
利
用
で
き
な

い
水
で
あ
る
。

　

有
効
貯
水
量
に
対
し
て

堆
砂
量
は
1
％
未
満
で
堆

答 

審
査
会
に
審
査
内
容
、

審
査
結
果
の
公
表
を
求
め

た
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
か

っ
た
。

　

知
事
以
下
幹
部
に
は
、

過
疎
の
町
を
育
て
る
義
務

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
次
の

こ
と
に
対
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス

は
も
ら
っ
て
い
る
が
口
約
束

な
の
で
、
今
後
と
も
、
ひ
る

ま
ず
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き

た
い
。

※
県
は
甲
良
町
を
過
疎
地

域
に
指
定
し
た
以
上
、
優

先
的
に
採
用
す
る
よ
う
に
、

次
の
機
会
に
は
強
く
働
き

か
け
ら
れ
た
い
。

砂
は
進
ん
で
い
る
が
、
水

量
は
あ
る
。
ダ
ム
の
改
修

は
、
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
で
莫
大
な
費
用
に
な

る
。
大
体
、
国
、
県
の
補

助
金
が
4
分
の
3
、
町
と

受
益
者
負
担
が
4
分
の
1

と
い
う
形
の
財
源
構
成
で
、

か
な
り
の
負
担
も
想
定
さ

れ
る
の
で
注
視
し
て
い
き
た

い
。

西川　誠一 議員

問 

犬
上
ダ
ム
の

　
　
　
　

堆た

い

砂さ

浚し
ゅ
ん

渫せ

つ

に
つ
い
て

答  

有
効
貯
水
量
３
６
０
万
ト
ン
、
当
面
は
大
丈
夫犬上ダム

産業集積地
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一般質問

問 

身
体
障
害
者
手
帳
4

級
保
持
者
の
医
療
費
負
担

に
つ
い
て
、
私
が
こ
の
質

問
す
る
の
は
、
3
回
目
に

な
る
が
、
そ
の
間
何
も
報

告
が
な
い
。

　

特
に
、
2
回
目
の
質
問

で
は
、
住
民
に
も
説
明
し

た
い
の
で
、
進
捗
状
況
だ

け
で
も
と
お
願
い
し
た
も

の
の
、
報
告
も
な
く
、
半

年
が
過
ぎ
3
回
目
の
質
問

に
な
っ
た
。

　

直
近
で
他
市
町
の
動
向

を
確
認
し
た
日
は
い
つ
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て

の
協
議
は
行
っ
た
の
か
。

問 

旧
東
幼
稚
園
の
敷
地

内
の
2
つ
の
施
設
は
い
つ

建
設
さ
れ
、
協
議
は
十
分

行
わ
れ
た
の
か
。
協
定
書

は
結
ば
れ
て
い
る
が
、
賃

借
料
を
も
ら
っ
て
い
な
い

理
由
は
。
ま
た
、
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

　

今
で
は
、
社
会
福
祉
事

業
に
一
般
企
業
が
介
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
時
代

の
流
れ
に
沿
っ
た
契
約
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

答 

協
議
が
行
わ
れ
た
う
え

で
、
知
的
障
害
者
通
所
授

産
施
設
と
し
て
2
棟
、
建

設
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
町

が
推
進
す
る
社
会
福
祉
の

政
策
に
合
致
す
る
こ
と
か

ら
、
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
無
償
貸
し
付
け
の
判
断

が
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。

答 

ま
ず
は
私
の
ミ
ス
、
認

識
の
甘
さ
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

2
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
福
祉
医
療
関
係
の
担
当

者
会
議
の
中
で
、
福
祉
の

全
般
的
な
情
報
を
収
集
し

た
う
え
で
、
協
議
を
行
っ
た
。

本
町
と
し
て
は
、
制
度
化

は
し
な
い
結
論
に
至
っ
た
。

問 

旧
東
幼
稚
園
の
敷
地
内
に

 

建
っ
て
い
る
建
物
は

答  

社
会
福
祉
協
議
会
所
有
の
作
業
所
で
あ
る

社会福祉協議会所有の作業所

　

し
か
し
、
こ
の
作
業
所
の

根
拠
と
な
る
法
令
が
変
わ

り
、
現
在
は
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
で
、
民
間

で
も
運
営
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
町
の
障
害
者
支
援

施
策
の
中
で
、
次
回
の
更

新
に
合
わ
せ
て
、
必
要
な

条
件
整
備
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

問 身体障害者手帳4級
　　保持者の医療費負担について
答  認識の甘さで、報告が出来ていなかった

福原　守 議員
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一般質問問 高額療養費制度の
　 自己負担引き上げ、
　 町長からも中止の発信を
答  見直し議論中であり、発信は控える

問 

高
額
療
養
費
制
度
が

始
ま
っ
た
当
初
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
か
ら
歓
迎
さ

れ
た
制
度
で
あ
っ
た
。
今

回
、
大
幅
に
限
度
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
、

多
く
の
国
民
や
患
者
団
体
、

医
療
関
係
者
か
ら
強
い
批

判
が
上
が
っ
て
い
る
。
町

長
か
ら
も
ぜ
ひ
改
悪
は
中

止
す
べ
き
と
の
発
信
を
。

問 

宅
地
造
成
事
業
に
つ

い
て
、
人
口
減
少
に
対
応

が
で
き
る
事
業
計
画
な
の

か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

自
然
減
と
社
会
減
を
カ

バ
ー
で
き
る
状
況
に
な
か

な
か
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
宅
地
造
成
が
完
成

し
て
か
ら
で
も
、
新
し
く

人
が
住
み
始
め
る
に
は
数

年
か
か
る
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
が
行
っ
た
２

０
２
１
年
の
調
査
で
、
理

想
の
子
ど
も
人
数
を
記
入

し
な
か
っ
た
カ
ッ
プ
ル
の

理
由
の
中
で
一
番
多
か
っ

た
の
が
、
子
育
て
に
多
く

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
。

　

宅
地
の
提
供
、
住
宅
建

設
が
人
口
増
に
つ
な
が
る

か
は
、
不
確
定
要
素
が
多

過
ぎ
る
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答 

高
額
療
養
費
制
度
は

1
9
7
3
年
よ
り
開
始
さ

れ
て
い
る
。
現
状
は
、
医

療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

1
人
当
た
り
の
医
療
費
は

増
加
し
、
現
在
見
直
し
の

議
論
中
の
た
め
、
発
信
は

控
え
る
。

　

今
、
参
議
院
で
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
与
党
自
体
も

過
半
数
割
れ
な
の
で
、
野

党
の
方
々
が
当
然
反
対
す

る
と
思
う
。
私
は
見
守
る

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

尼
子
駅
周
辺
宅
造
が
有
効
な

 

「
人
口
減
少
」
対
策
に
な
る
の
か

答  

分
析
結
果
か
ら
対
策
の
一
手
に
な
る
と
考
え
る

答 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
自

然
減
に
加
え
て
、
転
出
超

過
に
よ
る
社
会
減
の
影
響

が
非
常
に
大
き
い
分
析
結

果
が
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
住
宅
用
地
創
出

事
業
は
、
人
口
減
少
対
策

の
一
手
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　

住
宅
用
地
推
進
に
併
せ
、

若
年
層
が
本
町
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
産
み
育
て
た
い
と
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
出
産

か
ら
育
児
に
つ
な
が
る
様
々

な
生
活
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
た

支
援
策
を
総
合
的
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

尼子駅

西澤　伸明 議員
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一般質問

問 

令
和
7
年
度
以
降
の

農
業
経
営
支
援
は
ど
う
な

る
の
か
。
特
に
農
業
後
継

者
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
支
援
が
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。

答 

町
の
支
援
も
当
然
必
要

か
も
し
れ
な
い
が
、
お
米

の
買
取
価
格
は
、
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
6
年
度
産
で
約
2
万

円
を
超
え
た
と
聞
い
て
い

る
。
令
和
7
年
度
産
に
つ

い
て
も
、
農
協
に
令
和
6

年
度
産
の
価
格
を
維
持
し

つ
つ
、
さ
ら
に
上
回
る
よ
う

な
価
格
を
設
定
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
要
望

し
て
い
く
。

　

町
の
支
援
と
い

う
よ
り
、
米
の
販

売
価
格
を
維
持

し
て
も
ら
う
方
に

視
点
を
置
き
た
い

と
思
う
。

問 

中
学
校
入
学
に
際
し

て
、
制
服
と
か
運
動
服
の

購
入
費
が
家
庭
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
町
と
し
て
中
学

生
に
対
す
る
支
援
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
甲
良
中
学
校
に

入
学
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
対
策
と
し
て
ど
う
か
。

※
農
業
継
続
の
た
め
の
後

継
者
育
成
に
は
安
定
し
た

所
得
が
必
要
で
あ
り
、
令

和
６
年
度
産
の
買
取
に
お

い
て
も
米
生
産
者
の
所
得

は
低
く
、
農
業
を
継
続
す

る
た
め
に
は
、
何
が
適
正

な
生
産
者
価
格
で
、
ま
た

何
が
適
正
な
消
費
者
価
格

な
の
か
を
見
極
め
、
そ
の

差
違
が
生
じ
た
場
合
、
所

得
支
援
等
が
必
要
で
、
町

か
ら
近
隣
市
町
を
含
め
、

県
や
国
に
対
し
て
補
助
金

等
の
要
望
を
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

問 

新
中
学
生
の

　
　
　

制
服
購
入
支
援
に
つ
い
て

答  

良
い
考
え
だ
が
、
一
度
持
ち
帰
る

答 

中
学
生
に
対
す
る
支
援

と
い
う
の
は
考
え
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
低
所
得
世

帯
ま
た
は
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
に
対
し
て
、
新
入

学
児
童
・
生
徒
、
小
学
生
は
、

5
万
7
，0
6
0
円
、
中
学

生
は
6
万
3
，0
0
0
円
の

支
給
を
行
っ
て
い
る
。

　

確
か
に
、
甲
良
中
学
校

に
入
学
し
て
も
ら
う
た
め
の

施
策
と
し
て
は
良
い
考
え

で
あ
る
と
思
う
。
一
度
持
ち

帰
る
。

問 農業経営継続支援
　　　　　　について
答  農業経営継続は非常に大事なこと

藤居　吉也 議員
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一般質問問 現在の空き家、
　　空き地バンクの登録数は
答  登録数は16件で、空き家の軒数は162軒

問 

本
町
の
空
き
家
、
空

き
地
の
登
録
件
数
は
何
件

あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
令

和
6
年
度
に
そ
の
バ
ン
ク

を
利
用
し
た
り
、
購
入
し

た
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　

空
き
家
が
、
こ
れ
か
ら

も
増
え
て
い
く
と
考
え
ら

れ
る
。
町
と
し
て
こ
れ
か

ら
の
空
き
家
、
空
き
地
問

題
の
解
決
策
は
あ
る
の
か
。

答 

物
件
の
登
録
数
は
、
16

件
で
あ
る
。
今
年
度
は
売

買
成
約
が
現
在
4
件
、
令

問 

町
が
管
理
の
改
良
住

宅
は
48
軒
で
、
空
き
家
は

4
軒
だ
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
空
き
家
の
処
分
が
議

会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

管
理
の
対
応
や
体
制
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

和
5
年
度
は
7
件
の
成
約

で
あ
る
。

　

令
和
5
年
度
の
空
き
家

の
実
態
調
査
で
は
、
1
6
2

軒
が
空
き
家
で
あ
る
。
最

近
は
、
空
き
家
に
対
し
て

付
随
す
る
田
ん
ぼ
や
畑
の

処
分
に
困
っ
て
い
る
。
今
後

は
空
き
家
と
田
畑
を
セ
ッ
ト

で
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
う
。
税
務
課
の

協
力
を
得
て
、
納
税
通
知

書
に
Ｐ
Ｒ
の
チ
ラ
シ
を
同
封

し
、
遠
方
の
方
に
も
そ
の
制

度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
進
め
て
い
く
。

問 

改
良
住
宅
の

 

空
き
家
・
管
理
体
制
に
つ
い
て

答  

管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　

追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
実
態

答 

管
理
が
不
十
分
で
植
木

等
が
道
路
等
に
出
て
、
近

所
迷
惑
の
苦
情
は
聞
い
て

い
る
。
年
2
回
定
期
的
な

除
草
作
業
を
し
て
い
る
が
、

追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
実

態
だ
。

　

来
年
度
は
除
草
シ
ー
ト

を
張
っ
て
対
応
を
検
討
す

る
。
個
人
物
件
は
、
個
人

と
の
面
談
が
必
要
な
の
で
、

訪
問
を
し
て
適
正
管
理
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
個
人
管
理
の
住
宅

対
応
は
原
則
個
人
で
行
う
。

苦
情
が
出
て
か
ら
で
は
な

く
、
早
急
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
。

山田　光義 議員
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3
月
定
例
会
で
、
新
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
税
な
ど
自
主
財
源
が
乏
し
く
厳
し
い
予
算
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
令
和
7
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
4
月
か
ら
始
ま
る
大
阪
万
博
、
秋
に
は
、

滋
賀
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
活
気
あ
る
1
年
に
な

り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
本
町
で
も
、
令
和
7
年
は
町
制

70
周
年
を
迎
え
、、
11
月
8
日
に
は
、
記
念
式
典
や
イ

ベ
ン
ト
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
の
甲
良
町

を
次
世
代
に
繋
い
で
い
く
節
目
の
年
と
な
り
そ
う
で

す
。

6月定例会の予定
～議会を傍聴してみませんか～

なお、都合により日程
が変更になる場合がご
ざいます。
会期日程、議会会議録
などは、ホームページ
でも公開しています。

見
や

す
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。

き

が

と

あ月　日 内　　容

6月5日

9日

10日

12日

18日

全員協議会

開会・一般質問

一般質問（予備日）

委員会（予備日）

閉会

発
行
責
任
者

　
　
　
　
　議
　
　
長
　
丸
山
　
恵
二

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員

長
　
小
森
　
正
彦

副
委
員
長
　
福
原
　
守
　

委
　
　
員
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VOICE
町民の声　Episode.9

議会だよりへのご意見議会だよりへのご意見
●ご覧になられた感想は

　町の取り組みを知る機会となり、ありが

たく思います。専門用語が多く、高齢者に

は理解が難しい部分もありました。

●興味のある記事は

　多目的研修室修復に関する質問です。高

齢者の利用も多い研修室の一日も早い再開

を願っています。町民の生活に身近な問題

を取り上げてくれる議員さんがいることは

心強いです。

●町・町議会への提案

　高齢者にも分かりやすい言葉を使った解

説や、文字を大きくするなど、読みやすさ

の工夫を期待します。

氏　名　寺元　実さん（尼子）

てらもと みのる

　今年数え年で100歳になります。区内の

出来事や老人会などの歩みを整理すること

が好きで、絆の会の皆さんと共有し懐かしん

でおります。
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